青山荘　　フェイスシート

平成22年　7月　12　日（月）　担当：木村春子　　　　　　　　　　

	入　所　者
	氏　名　　　高柳　和子　　様　　　　　男・女　　　　昭和34年7月18日生（50歳）

	
	〒031-0072　八戸氏城下四丁目1番10号コーポキラク201号　　　　　　　　電話46-1389

・高柳正彦様（四男）のアパート　　　　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	総胆管結石

	
	発症時期
	　昭和50年2月頃（16歳時）
	罹 患 期 間
	約34年

	
	入院回数
	　　　　　17回
	延べ入院年数
	約6年8ヶ月

	医療機関
	八戸赤十字病院（主治医　吉田Dr4月より）
	外来受診日
	隔週火曜日（2週間に1回）

	医療区分
	国民健康保険

（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	       円
	　　有・無（1級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級　（月額　8.3　万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青山荘、青南病院デイケア

	住まいの場
	　青山荘（入所中）

	入所年月日
	Ｈ　20年　10月　1日
	身長
	159cm
	体重
	54.0Kg

（＋1.5Kg）

	最終学歴
	笹渡中学校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	昭和54年　珍味加工工場（6ヶ月）　　　　　　昭和54年　スーパー惣菜作り（6ヶ月）

昭和60年～昭和62年　イチノベパン（2年）　 昭和63年　アンデス電気（1年）

平成2年　　わらべ食品（7ヶ月）

・平成3年以降は、就労はしていない。
	

	保　護　者
	氏　名　高柳　実　　様　　　　　　　　　続柄　次弟　　　（同居　・否）

	入所目的・・・生活訓練を受けて、一人で生活できるようになりたい。

· 自分で食べたいものを作れるようになりたい。

· みんなと仲良く生活できるようになりたい。

	入院・治療歴　初診日

1　 昭和50年　2月20日～昭和50年　4月30日　　 入院　　八戸赤十字病院　精神科

2　 昭和50年 12月15日～昭和51年　2月20日　　 入院　　八戸赤十字病院　精神科

3　 昭和55年　9月10日～昭和55年 11月13日　　 入院　　八戸赤十字病院　精神科

4　 昭和56年　1月  6日～昭和56年　4月 2日　　 入院　　北陽病院

5　 昭和56年　7月      ～昭和56年 9月28日　　 入院　　北陽病院

6　 昭和57年　2月  2日～昭和57年　4月8日　　  入院　　北陽病院

7　 平成元年　 6月  5日～平成元年　 7月29日　　 入院　　八戸赤十字病院　精神科

8 　平成3年　 5月13日～平成3年　 7月31日　 　入院　　八戸赤十字病院　精神科

9　 平成5年　 9月  9日～平成5年　10月 1日　　 入院　　八戸赤十字病院　精神科

（平成5年9月8日左上腕骨骨折のため、当院整形外科で術後状態不安定となり精神科へ入院）

10　平成6年　 4月22日～平成6年　10月24日　　 入院　　八戸赤十字病院　精神科

（平成6年4月21日当院整形外科で上腕骨の再手術を施行し、再度不安定となり精神科へ入院）

11 平成6年　12月17日～平成7年　 7月31日　　 入院　　八戸赤十字病院　精神科

12 平成7年　 7月31日～平成9年　 5月  6日　　入院　　三沢聖心会病院

13　平成9年　 5月  6日～平成9年　 7月18日　　入院　　八戸赤十字病院　精神科　（肺化膿症治療のため）

14　平成9年　 7月18日～平成11年　1月  6日　　入院　　三沢聖心会病院

15　平成11年  1月  7日～平成11年　8月  7日　  入院　　八戸赤十字病院　精神科

16 平成19年　8月  9日～平成19年　8月15日　　通院　　八戸赤十字病院　消火器科（胆石治療のため）

17　平成19年  8月16日～平成20年　7月　　　　  入院　　八戸赤十字病院　精神科

	生活歴　

　軽米町で5人兄弟の長女（第2子）として出生。笹渡小学校、笹渡中学校を卒業。小・中学校共に成績は下位である。昭和49年（中学校3年）頃、斉藤外科にてバセドウ病と診断され、甲状腺の手術を受ける。昭和50年2月中旬頃より、不眠、食欲不振となり、意味不明なことを繰り返し話すため、昭和50年2月19日八戸赤十字病院精神科を初診、入院に至る。昭和52年（18歳）時、母親が死去し、その後は、八戸市内のアパートで伯母の援助や父親の金銭的な援助を受けながら一人暮らしを行っている。いくつか仕事を続けるが、どれも長続きせず家にいることが多かったとのこと。仕事を辞めた理由については、「薬を隠れて飲まなければいけないのが辛かった、対人関係も上手くいかなかった」とのこと。病院退院後は、数ヶ月で入退院を繰り返している。平成16年、父親が死去。その後は、援助をしてくれていた伯母も高齢となったため、高柳実様（次弟）が本人の面倒をみている。平成11年1月～8月まで当病院精神科入院、その後は通院加療行っている。平成19年8月10日総胆管結石・急性膵炎となり、当院消火器科入院。同年8月24日退院可能であったが、本人帰宅の不安があるため入院を希望。同年8月16日より、当院精神科にて入院加療を行っている。その後、幻聴や妄想に左右された言動はみられず、意思の疎通性も比較的良好となる。単身生活が長く、入院期間が短いことから身の回りのことは自立しており、服薬も行うことできている。平成20年7月、当院主治医より退院について話があり、本人は、「このまま入院したい」と話している。本人の面倒をみてきた高柳実様（次弟）は、本人の病状は安定してきてはいるが、調子が良い時と悪い時の波があり、悪化すると妄想に左右された発言が多くなり攻撃的となることや退院後、病状が悪化するのではないかという一人暮らしをさせることへの不安を話している。青山荘入所し少し様子を見ていきたいとの希望から、平成20年7月17日、当院田名部PSWより青山荘に入所相談があり、同年10月1日入所となっている。



	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

・保護者は、保護者選任の手続きを行い高柳実様（次弟）となっている。

・伯母である鮫ノ口ツヤ様（伯母）は、八戸市城下3丁目（本八戸駅の近く）に在住。

・通帳は高柳実様が管理し毎月、入所費・食費等を支払いに来荘していたが、2月より本人の希望から通帳を事務室管理としている。

・家族関係について、鮫ノ口ツヤ様（伯母）、高柳実様（次弟）、高柳正彦（四弟）とは電話等で交流を持ち関係は良好である。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年 　7月　12日（月）

	氏　名
	   高柳　和子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　34年　7月　18日（　50歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：アパートで一人暮らしをするために生活リズムを整え、生活能力の向上を図る。

短期目標：自分の思いや考えを、相手に適切に伝えられる。

	これまでの経過（前回評価日H22.4.5）

	<前回の問題点>

①いつでも自分の思いを伝えられない。　　②気分の落ち込みに対する対処方法　　③服薬管理

＜日常生活など最近の様子・退所に向けた具体的な援助＞

・6/11　保護者様、施設長、本人、担当職員と9/30退所に向け、延長も考慮した話し合いを行っている。

　デイケアは（水・木・金）と週3回利用しているが、退所後もデイケアを利用したいと思っている。

　本人は退所して城下方面のアパートを探したいとの事。保護者様は病院やデイケアの近くの方が、通い易い

　のではと話されている。青明舎、訪問看護利用について、情報伝達などを考えると日赤病院から青南病院へ、

　変更していった方が良いのではないかと説明している。今後、徐々に具体的に決めていく事としている。

・市役所の用事、障害者手帳の申請手続きなどは、一人で行う事出来ている。

・土曜日は自炊訓練を行い、２回分の料理を作っている。料理本を見たり、どんなものが食べたいか考え

　メニューを決めている。殆ど自分で出来ているが、時々職員が介入する事で安心されている。

・今後の援助

＜対人関係＞

・対人関係が上手く築けずに不安・落ち込みに繋がっている様子みられる。本人から他者へ話しかける事が

少なく受身である。

・デイケアでは特定の人と友人になりたい、この人なら気が合いそうと思うこともあるが、自分から声を掛け

　たりするのはなかなか出来ないと話される。今後の課題として友人作りを意識してみてはどうかと提案する

　と「そうですよね。」と応答されている。職員も介入しながら、一緒に行動出来るようにしていく。

＜家族関係＞

・保護者様は本人の退所について相談には、時間を取って話し合いに同席している。

・城下の弟様の所へは時々電話連絡したり、アパートに行ったりしている。弟様も本人宛の郵便物を青山荘まで届けてくれ、その時に少し面会をしている。
・叔母様の所にも電話連絡している様子見られる。

・出来ているもの

＜病状・服薬など＞

・服薬自己管理は継続して行い、忘薬・誤薬等はない。

・頓服のリスパダールは常に持ち歩いており、具合が悪くなった時に服用している。2回分だけ自己管理し、

　なくなった時に事務所へ取りに来ている。これまで職員に確認して貰っていたが、自己管理を勧めて良いか

　7/5定期外来受診にて主治医より許可を頂く。今後は退所に向け、完全に自己管理出来るようにして行く。

・奥寺消化器科・外科に総胆管結石治療継続のため、2ヶ月に1回通院している。最初の2回は職員同行して

いたが、現在は一人で行く事が出来ている。

＜金銭管理＞
・現在、預金通帳は事務室預りとなっている。

・現金は自己管理し、通帳への入金や引き落としはＡＴＭを利用している。

・小遣いは1カ月1万5千円位でやり繰りし、無駄使いはみられない。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①自分の思いを伝えられない

　（再発を防ぐ取り組み）
	・過度に気を使い、自分の思いや意思を満足に伝えられず、自分の中に溜め込む傾向がある。その為職員から積極的に話し掛け、また、一緒に余暇を過ごす時間を長くする事で本人がいつでも話せる環境を作る。

・調理教室の買い物や調理当番など、他者に気を使って話せない時などには、職員が介入していく。入所者同士の繋がりを持つように介入する。

・その都度、気を使わなくて良い事を直接伝え、場面ごと適切に他者と関われるように支援する。


	3ヶ月

	②気分の落ち込みに対する対処方法

　　　　　　　　　　　　（継続）
	・不安になると色々な人に電話をするが、電話では上手く伝えられない。

対人交流が苦手で、相手の話し方など、気にされることが多くみられる為、気分の落ち込みがあった場合には、一人で考えず、すぐに職員へ相談するように促す。

退所に向けて、他部署スタッフとの交流も強める。

・余暇時間について、Wiiのゲーム機でボーリングを行ったり、カラオケ等を誘い、身体を動かしたり、歌を歌う事で気分転換を図る。

・退所に向けて自炊訓練は、土日に行っている。市役所等への手続きは、自分で出来るようになってきているが、不安がある場合には、職員が同行する事を伝えている。


	3ヶ月

	③退所に向けて

　・スケジュール作り

　　（兄弟も共有）

　・退所後の支援の共有

　・不安感の軽減


	・退所に向けて7月～9月までのスケジュールを決めて

　兄弟の方にも共有して頂く。

・不安を訴える時には、職員が受診や買い物に同行し、

また、外食を誘ったり不安の軽減を図る。

・アパート暮らしをする上で、生活費など具体的に算出しまた、近所付き合いなど上手く交流がもてるように、想像しながら練習をしていく。

青明舎、訪問看護の利用。

・服薬は完全に自己管理していく。
	3ヶ月


プラン計画者　氏名：木村　春子
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高柳繁雄様（軽米町在）住





S52年死去





H16年死去





本人（50歳）





保護者


高柳実様（階上町在住）








高柳広美様（盛岡市在住）





高柳正彦様（八戸市在住）








